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 ４月から始まった調査も、早 4 ヶ月が経ちました。 

 発掘調査は、調査区内での排土処理の関係から、２地

区に分けて設定し、南東側の２区から行っています。 

7 月末の時点で、調査を行っている建物跡は 23 軒ほ

どですが、この他にもまだ数軒あります。また、調査区

内に広がる土坑の中には柱穴が多く、確実な数はまだわ

かりませんが、掘立柱建物跡も相当数あることが予想さ

れます。 

暑い季節になりました。水分補

給やこまめな休憩をとり、熱中

症等、体調に気をつけて頑張り

ましょう！ 

 

発掘作業員さんを増員しました！ 

 当初の予定よりも遺構が多くみ

つかったことから、順次作業員さん

を増員して、７月からは２０人体制

で作業を行っています。調査は、10

月末までの予定です。 

弥生時代から平安時代の集落跡 

古墳時代の竪穴建物跡 

竪穴建物跡は、弥生時代から平安時代まで

のものを確認しています。 

各時代の遺構が、はげしく重複しているこ

とから、遺構をみつけるのには大変苦労しま

した。 

 これまでに、遺構の様子が明らかとなっ

たものについて紹介します。 

古墳時代の竪穴建物跡（SB1）は、ほぼ全

体の形が明らかとなりました。注目は、竪穴

建物跡の中央から北側を中心に広がる炭化

物です。床面よりも高い位置でレンズ状に堆

積し、炭化物の中からは高杯など、完形に近

い土器が出土しています。廃棄後、埋没して

いく途中で意図的に火をたいたものと考え

られます。時期は、カマドが造られる前の５

世紀前半（約 1,600 年前）と考えられます。 
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図面の作成も大忙しです。 

五郎田遺跡調査範囲 

 

様々な石器 

石鏃や打製石斧のほか石包丁など調査区からは様々な石器がみつかっています。弥生時

代の遺構からはもちろん、弥生時代よりも後の時代の遺構や検出面からも多く出土してい

ます。後の時代まで石製の道具が残るという、飯田地方の特徴をみることができます。 

また、勾玉や管玉もありますが、１つが住居の埋土中からの出土である他は、遺構外か

らの出土です。 

炭化物・土器検出状況 
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